
・  爪は短く切りましょう  

・  時計や指輪は外しましょう  

・ 石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、個人用の清潔なタオル又はペーパータオル

で良くふき取って乾かしましょう  

 

                 

 

感染性胃腸炎の原因には細菌、ウイルス、寄生虫などの病原菌があります。このウ

イルスの代表的なものとして、ノロウイルスがあります。  

ノロウイルスは食中毒の原因として知られていますが、患者のふん便や嘔吐物に触れ

た手指を介しても感染します。  

 感染力が強く、少量のウイルス（100 個以下）でも感染し、集団感染を起こすことがあ

ります。感染が拡大しないように、できることから予防対策を実施していきましょう。  

 

 

（１）患者のウイルスが大量に含まれるふん便や嘔吐物から人の手などを介した  

二次感染  

（２）ヒトからヒトへ飛沫感染等直接感染する場合  

（３）食品取扱者が感染しており、その者を介して汚染した食品を食べた場合  

（４）汚染されていた二枚貝を、生あるいは十分に加熱調理しないで食べた場合  

（５）ノロウイルスに汚染された井戸水や簡易水道を消毒不十分で摂取した場合  
 

 

 

●潜伏期間：24～48 時間  

●主な症状：吐き気、下痢、腹痛、軽度発熱  

●症状がおさまってからも最大 3～4 週間程度は排便内に多くのウイルスが  

見つかることがある  

 

 

 

●抗ウイルス剤はないため、通常対症療法が行われる。  

●特に抵抗力の弱い乳幼児、高齢者は、脱水を起こしたり、体力を消耗したりしない  

ように、水分と栄養の補給を十分に行う。脱水がひどい場合には輸液を行うなどの  

治療が必要になる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染経路  

 

治療 

 

症状・潜伏期間 

 

正しい手洗いの方法 
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●市販の家庭用の塩素系漂白剤   ●水   ●ペットボトル  

 

 

・ 親指のつけね  

・ 指先 

・ 爪の間  

・ 指と指の間  

・ 手首 

・ 指輪などの装飾品の周辺   など  

 

 

・調理を行う前（食事の提供前）  

 ・食事の前  

 ・トイレに行った後  

 ・下痢等の患者の汚物処理やオムツ交換等を行った後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

洗い残しが多い場所  
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手洗いのタイミング  

 

正しい手洗いの方法 

消毒液（次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤））の作り方 



○使い捨てのマスク・エプロンまたは長袖ガウン・手袋（厚手・薄手）  

○ペーパータオル（使い捨て布でも可）    ○新聞紙   ○消毒液    

○専用バケツ 3 つ（消毒液用 2 つ、二重にしたビニール袋をセットした廃棄物用 1 つ）      

〇雑巾    〇計量用カップ（ペットボトルでも可）  

注意点  

●消毒液をスプレーで吹きかけると、病原体が舞い上がり感染の機会を増やしてしまうた  

め、噴霧はしないようにしましょう。  

●嘔吐物処理用品を入れた処理用キットを、いつでも使えるように用意しておきましょう。 

   

●  処理を行う人はエプロン・マスク・手袋を着用してください  

● 窓を開けるなどして換気を心がけましょう  

● 処理が終わるまでは、他の人はその場所から２ｍ以上離れましょう  

                                                                        

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

用意するもの  

 

 

正しい嘔吐物・ふん便の処理方法 

①物品を用意し、次亜塩素酸ナトリウム液（ 0.1％と 0.02％）

を作る。  

②窓を開けて換気を行い、近くにいる人を２ｍ以上離れた

場所に移動させ、処理を行う人以外は立ち寄らないよう

にする。  

③清潔区域で使い捨てマスク、エプロン、手袋を着用する。 

④嘔吐物までの動線に新聞紙を敷き、その上を通って移動

する。  

⑤ 0.1％消毒液につけたペーパータオルを嘔吐物にかぶせ

て拡散を防ぐ。  

⑥新聞紙の上に消毒液用のバケツ、廃棄物用のバケツを置

く。 

⑦かぶせていたペーパータオルを捨て、0.1％消毒液につけ

たペーパータオルで、外側から内側に向けて静かに嘔吐

物を拭き取る。  

⑧ 0.02％消毒液につけたペーパータオルで外側から内側に

向けて静かに拭き取る。その後に雑巾で水拭きする。  

⑨半径 2m の汚染区域を⑧と同様の手順で拭く。  

⑩使用したペーパータオル、厚手手袋は二重にした内側の

ビニール袋に入れ、0.1％消毒液を汚染物が浸る程度入れ

密閉する。  

⑪全てのバケツを清潔区域に移動させ、新聞紙を外側のビ

ニール袋に入れ、その部分を 0.02％消毒液につけたペー

パータオルで静かに拭き取り、雑巾で水拭きする。雑巾

を外側の袋に入れる。薄手手袋、エプロン、マスクをは

ずし、外側の袋に入れ、しっかりと縛る。  

⑫入念に手洗いを行う。   

 

 

２メートル  
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嘔吐物   

２
メ
ー
ト
ル 

２メートル  嘔吐物  

清潔区域  

汚染区域  



十分な加熱と洗浄  

 

  

 

 

 

 
・ウイルスの汚染のおそれのある食品は、中心温度８５℃～９０℃で９０秒以上の加熱が  

望まれます。  

・調理器具等は洗剤などを使用し十分に洗浄した後、次亜塩素酸ナトリウムで浸すよう

に拭くことでウイルスを不活化できます。  

・まな板、包丁、へら、食器、ふきん、タオル等は熱湯（ 85℃以上）で 1 分以上の加熱

が有効です。  

・二枚貝などを取り扱うときは、専用の調理器具（まな板、包丁等）を使用するか、調

理の度に洗浄する等の対策により、他の食材への二次汚染を防止するよう、特に注意

するよう気をつけましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

手洗いは、手指に付着しているノロウイルスを減らす最も有効な方法です。  

 

 

 

・患者が使用した食器類や嘔吐物が付着した食器類を下膳する場合には、可能であれば食

器などは厨房に戻す前に食後すぐに次亜塩素酸ナトリウム液（ 0.02％）に十分浸し、消

毒しましょう。  

・食器等の下洗いや嘔吐後にうがいをした場所等も次亜塩素酸ナトリウム液で消毒後、洗

剤を使って清掃しましょう。  

 

 

 

・シーツ等は、付着した汚物中のウイルスが飛び散らないように処理した後、静かにもみ  

洗いします。  

・衣類に便や嘔吐物が付着している場合は、付着しているものを洗い流します。  

・下洗いしたリネン類の消毒は、85℃ ・1 分間以上の熱水洗濯が適しています。熱水洗濯

が行えない場合は、次亜塩素酸ナトリウム液による消毒が有効です。高温の乾燥機など

を使用すると殺菌効果は高まります。  

・布団などすぐに洗濯できない場合は、よく乾燥させ、スチームアイロンや布団乾燥機を  

使うと効果的です。  

 

 

 

・症状が落ち着き、入浴できる状態であれば、 1 週間ぐらいは最後に入浴しましょう。  

 症状が治まっても 3～ 4 週間以上ウイルスが便から排出されます。  

 

 

 

手洗いの徹底  
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感染性胃腸炎（ノロウイルス）の感染を広げないために 


